
  

近年、食品ロスが引き起こすさまざまな問題に、国際的な関心が深まっています。 

 そのような中、令和元年 10 月に施行された「食品ロスの削減の推進に関する法律」に基づ

き、富士宮市の特性を踏まえた上で、市民、事業者及び市が一丸となって食品ロスを削減し

ていくための計画を策定しました。 

市内で発生する 1年間の生ごみの排出量を２，４５０t以下にする 

→１人１か月当たり生ごみの排出量を３００グラム削減する！ 

 

日本での食品ロスは 

年間５２２万トン 
（令和２年度推計） 国民一人ひとりに例えると・・・ 

 

 

３００グラムの目安 

りんご１個分 



 

●市の取組 

 
フードバンクの活用の推進 

水キリ 

食べキリ 使いキリ 

捨てる前にギュッとひとしぼり！ 

ふじのみや３０１０運動 毎月第３日曜日は 

「冷蔵庫クリーンアップデー」！ 

 

この他にも・・・ 

生ごみの処理方法の検討、備蓄食品の寄附、出前講座の開催、小・中学校における食に関する指導、 

エコ・クッキング講座の開催 など 

●事業者との連携 

 
手前取りキャンペーン、ふじのくに食べきりやったね！キャンペーンの参加促進 

食品ロスの課題を抱える事業者と他団体とのマッチングの実施 

●市民が行う取組 

 〇 買い物時の取組 

１ 買い物の前に家にある食品をチェックし、

買いすぎない 

２ 規格外品を許容する意識をもつ 

３ すぐに使う食品は、期限が近い商品を選ぶ 

 

〇 調理の時の取組 

１ 「冷蔵庫クリーンアップデー」を心がける 

２ 家にある食材を使い切る 

３ 食材の捨てていた部分を調理してみる 

４ 残った料理はリメイクする 

５ 食べきれる量を調理・盛り付けする 

 

〇 食品を保存する時の取組 

１ 冷蔵庫の中身を見やすく整理する 

（例） 

・品目や使用頻度で食品を種類ごとに分ける 

・すぐ食べるものは下の棚に置き、取りやすくする 

2 消費期限と賞味期限の違いを正しく理解する 

  

 
〇 外食の際の取組 

１ 「ふじのみや３０１０運動」を心がける 

２ 「ふじのくに食べきりやったね！キャンペーン」 

に登録している市内の飲食店で外食する際には、 

キャンペーンに参加する 

 


